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●消費者被害の相談状況について（内閣府「国民生活選好度調査」（平成19年度）より）
・平成18年（2006年）1年間に消費者被害を受けたことがあると回答した人に、その被害について、どこか

に相談したり、伝えたりしたか尋ねたところ、「どこにも相談することも伝えることもしなかった」と回答した
人の割合が32.1%であった。

資料４ 消費者の動向に関する調査
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●消費者被害の相談状況について（内閣府「国民生活選好度調査」（平成19年度）より）
・平成18年（2006年）1年間に消費者被害を受けたことがあると回答した人で、その被害について、どこに

も相談することも伝えることもしなかった人に、その理由を尋ねたところ、「自分にも責任があると思ったか
ら」と回答した人の割合が45.7%、「申し出ても解決策があるとは思えないから」が37.1%であった。


